
地域医療連携だより
■循環器内科からカテーテルアブレーション治療開始のお知らせ

▶▶︎毎週土曜午前に不整脈外来を開設。
地域の実地医家の先生方には平素から大変お世話になっております。当院循環器内科では、7月から心房細動に対す
るカテーテルアブレーション治療がスタートしました。毎週土曜午前には、生天目医師による不整脈外来も開設して
います。心房細動を持つ患者さんがいらっしゃいましたら、当院へご紹介ください。

カテーテルアブレーションとは？
心房細動の原因として多いのは、肺静脈からの電気的異常興奮です。この異常興奮が心房の中に入り込むのが心房細

動の引き金となるため、入り込まないように、筋肉を焼くことによりブロックしたり、発生場所を焼いたりするカテー

テル治療をカテーテルアブレーションと呼びます。

カテーテルから発生する熱エネルギーにより 50℃程度の温度で心筋を焼灼する治療法です（図 1）。

『発作性心房細動』では一般に、左右の肺静脈の周囲を焼灼し、電気の交通をブロックすることで、心房細動の発生

が起こらないようにします（図 2）。

ただし、『持続性心房細動』ではすでに、心房筋が正常とは異なる変化が生じているため、心房筋自体にも焼灼が必

要となります。

このため、心房細動の早い段階のほうが侵襲が少なくて済み、さらに治療成績が良くなります。

『永続性心房細動』や『慢性心房細動』では治療成績は良くなく、適応とはならないことが多くなります。

カテーテルアブレーションの治療成績は『発作性心房細動』で 70 ～ 80％、『持続性心房細動』で 50 ～ 60％と言わ

れています。心房細動という名前は一つですが、個々人により病気の進行度が様々です。

治療については主治医の先生と十分に相談して決めることが大切です。

不整脈についてご不安な点やご不明な点がございましたら、お気軽に循環器内科へお問い合わせください。
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図 1：カテーテルアブレーション 図 2：拡大肺静脈隔離アブレーション

動悸症状が強い方や、まだ慢性になっ

ていない発作性心房細動の患者さんに

ついては、カテーテルアブレーション

によるメリットが享受できる可能性が

あります。治療に際しては、そのメ

リット・デメリットを十分にご説明の

上、最適な方針を選択できるよう、一

緒に考えていきたいと思っております

ので、ご遠慮なく相談下さい。
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■当院では下記の不整脈に対してカテーテルアブレーションを行っています。
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